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教育内容研究

小学校 と家庭が連携 した食育活動についての一考察
一低学年保護者の食に関する意識調査から一

福井大学教育地域科学部 村 上 亜由美

同 附属小学校 尾 暗 由 美

福井大学教育地域科学部附属小学校の1、2年 生の同意の得 られた保護者を対象に、家庭における現

在の食育状況や保護者の食に関する意識及び栄養に関する知識について調査を行った。

その結果、子 どもの朝食 ・間食の摂取状況には、大きな問題はなかった。 しかし、少数ではあるが、

共食意識や共食頻度 も低い、そして、食事マナーを注意 しない、自分には栄養に関する知識がない と思っ

ているなど、支援の必要な家庭があることがわかった。そ して、児童のはしの持ち方や食事マナーにつ

いては、家庭と学校とでの継続 した指導が必要であることがわかった。

小学校2年 生で小学校に人学後、「好き嫌い」が減 り、 「食べる早 さ」が早 くなったのは、学校給食の

経験による変容であると考えられる。

学校 と家庭 との連携を深めるためには、学校での活動を保護者に伝 え、児童一人ひ とりの健康的な食

態度 ・食意識を高める目的を共有 していくことが大切である。

キー ワー ド:小 学生、保護者、食育

緒 言

「食 に関する指導の手引一第1次 改訂版 一(平 成22年

3月)」1)で は、近年、食生活の多様化が進み、家庭で十

分な知識に基づく指導を行 うことが困難となりつつあり、

家庭が中心となって担っていた食育は、学校において推

進することが喫緊の課題であることが指摘されている。

本研究対象である小学校においても、栄養摂取などに

関することだけでなく、食事マナー、好き嫌いへの対応、

食べ物への感謝する気持ちなど、学校給食を通 して指導

するだけなく、教育活動全体での食育の推進を重要視 し

ている。

そこで、家庭における現在の食育状況や保護者の食に

関する意識及び栄養に関する知識について、小学校1年

生及び2年 生の保護者を対象に調査 し、学校と家庭が連

携 した食育活動を推進 していく方策について考察 した。

方 法

1.調 査対象 と方法

同意の得 られた、教 育地域科学部附属小学校1年 生の

保 護者 及 び2年 生の保 護者 を対象 と し、有効 回答 は計

112人 で あった。 保護者 の年齢 は中央値39歳(25%-75

%タ イル37-41歳)、 性別 の内訳は男性5人 、女性105人 、

不 明2名 で あった。

1年 生の保護者 には、2015年5月29日 の 学校行事 「給

食試食会」の参加者56人 に、調査概要 と倫理的配慮 を口

頭及 び文書で説 明 し、調査用紙 を配布、 回収 した(回 収

率IOO%)。2年 生の保護者(66人)に は、2015年6.月 中に、

調査概要 と倫理的配慮 について説 明 した依頼文及び調査

用紙を入れた封筒を児童に持ち帰ってもらい、記入後、

再び封筒に入れて児童に持参 してもらい回収した(回 収

率84.8%)。

2.調 査内容

調査内容は、児童の朝食や間食頻度、保護者の児童に

対する食事マナーの注意、共食頻度、小学校入学後の食

生活の変化、保護者の自身の栄養に関する知識や食意識

などついて、無記名で自記式質問紙により実施 した。

質問紙には、「嫌い箸」の例、「6つの基礎食品群」の

説明を補足 した。

3.集 計 方法 および統計方法

デ ー タの集 計 ・解析 には、SPSS22.OJforWindows

(日 本 アイ ビーエム株式会社)を 用 いた。朝食欠食 と食

欲、テ レビの視聴 と食事マナーの注意、共食頻度 と食意

識、学年 と小学校入学後の食生活の変化 との 関連性 につ

いて は ｘ2検 定 を行 った。

4.倫 理的配慮

福井大学大学院教育学研究科及び教育地域科学部倫理

審査委員会にて、承認を受けた。保護者を対象に、調査

の 目的を説明するとともに、不参加による不利益を被 ら

ないこと、得 られたデータはすべて匿名化を行った学術

的な資料として使用 し、学校での教育に活か していくこ

とや、学術雑誌などに公表することがあることを説明し

た。質問紙への回答をもって同意を得たものとした。
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結 果

1.児 童の朝食 ・間食

図表 に は示 していな いが、 朝食 を 「毎 日食 べ る」 は

98.2%、 「週 に1～2回 ぬ く」 は1.8%と 、2人 を除 き毎

日食べていた。 しか し、朝 に 「食欲が ある」 は33.9%、

「だいたい食欲 がある」 は40.2%、 「あま り食欲が ない」

は24.1%、 「食欲 がない」 は1.8%と 、 朝食 を食べていて

も食欲が ない児童 は約25%あ り、朝食欠食 と食欲 には関

連性がみ られ なか った。

おやつ を 「毎 日食 べ る」 は75.0%、 「週4～6日 」 は

16.1%、 「週1～3日 」は8.9%、 「食 べない」はいなかっ

た。

寝 る前 にお菓子類 ・嗜好飲料 をとること 「全 くない」

は50.0%、 「たまにある」 は29.5%、 「ときどきある」 は

15.2%、 「よくある」 は5.4%で あ った。

寝 る前の飲食 と朝食欠食及び朝の食欲 には、有意 な関

連性 はみ られなか ったが、 「食欲 がない」2人 は、寝 る

前 の飲食 が 「た まにあ る」 「とき どきあ る」 であった。

「食欲 が ある」児童 には、寝 る前 の飲食 が 「よ くあ る」

はい なか った。

2.児 童 に対す る食事マナーの注意

「箸 の持 ち方 で注 意 をす る(し た)こ とがあ るか」、 「

『嫌 い箸』を注意す る ことがあるか」の質問に、 「気づい

た時 はいっで も」 と回答 した保護者 はそれぞれ48.2%と

40.2%で あ った(表1)。 「全 くない」 と回答 した保護 者

は、それぞれ8.0%と16.1%で あ り、 「嫌い箸」 を注意 し

ない割合が高か った。図表 には示 してい ないが、主 に、

箸 の持 ち方 を教 えたのは、高 い順 に 「母 」49.1%、 「父

と母」17.0%、 「父」10.7%、 「誰 も教 えていない」7.1

%で あ った。 「その他 」4.5%は 、 「保 育園」 「幼稚園」 な

どで あった。

箸 のこ と以外で注意 をす る食 事マナー は、 「姿勢が悪

い」、 「ひ じをついて食べ ない」、 「食器 を持 ちなさい」 な

どが多か った(図1)。 「その他 の注意 」の回答 は、 「こぼ

さない」、 「食事 中立た ない、歩 き回 らない」 などで あっ

た。

図表 には示 してい ないが、テ レビを見 なが らの食事が

「いつ も」 は17.9%、 「時 々ある」 は41.1%、 「あま りな

い」 は15.2%、 「全 くない」は22.3%で あ った。

テ レビの視聴 と食事マナーの注意頻度 には、 関連性 は

み られ なか った

図1箸 の持ち方以外で注意する食事マナー(複 数回答)
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3.共 食 頻度 と保護者の食意識 との関連性

「お子 さんの食 生活全般 で気 をっ けてい るこ と」 を質

問 した ところ、 「必ず朝食 を食べ る」、 「食事 のマナー」 、

「家族 そろって楽 しく食事 をす る」 な どは、 「いつ も考 え

る」 として高い割合 で あった(図2)。 「食べ物や食 事の

話 をす る」、 「食物 の収穫や栽培 を楽 しむ」 な どは、 「あ

ま り考 えない」、 「考 えない」の割合が高か った。

共食頻度 とこれ ら食意 識 には、 「家族そ ろって楽 しく

食事をする」(p=0.039、 表2)、 「食べ残 さない」(p=0.041)、

「好 き嫌 いをな くす」(p=0.040)に 有 意 な関連性がみ られ

た。共食頻度が低い保護者 は、 これ ら項 目において 「い

つ も考 える」で はなく 「時 々考 える」 を選択 した割合が

高か った。共食頻度が低い保護者 も、食事マナー を注意

していた。

共食頻度 とテ レビの視聴 とは、 関連性 はみ られ なか っ

4.児 童の小学校入学後の食生活の変化

「小学校入学 してからお子さんの食生活で変化 したこと」

を質問 したところ、学年との有意な関連性がみられた。

2年 生では1年 生より、「食べる量」が増え、「好き嫌い」

が減 り、 「食べ る早 さ」 が早 くなった割合が高かった

(表3)。

5.保 護 者の栄養 に関す る知識

保護者 自身 は 「6つ の基礎食 品群 を知 ってい るか」 と

質問 した ところ、 「あま り知 らない」は18.5%、 「知 らな

い」 は2.8%で あ った(表4)。 「栄養素の体の 中での働 き

を知 ってい るか」 では、 「あま り知 らない」 は16.0%、

「知 らない」は2.8%で あ った。お よそ20%の 保 護者 は、

自身の栄養的な知識 が低い と思ってい ることがわか った。

■いつも考える 時々考える ■あまり考えない ■考えない

図2お 子さんの食生活全般で気をつけていること
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6.保 護者が学校での食育に期待すること

学校での食育に期待することを自由記述してもらった。

食材と調理法や献立については、家庭とは違 う様々な食

材や調理法に出会 うこと、福井の地産地消による食材や

郷土料理を取 り入れ ること、(食 品添加物等が)無 添加

であること、だ しをとること、塩分は薄味にすること、

野菜を多く取 り入れることなどの記述があった。友達と
一緒に食べることで食事を楽 しんだ り

、嫌いなものでも

友達と一緒にチャレンジした り、食事マナーに気をつけ

ることなど、給食特有の環境への期待もみ られた。

学校で教えて欲 しい内容としては、食事マナーや三角

食べについて、給食で使われている食材について、福井

の特産品や郷土料理について、栄養のバランスや体の中

での栄養素の働きについて、食事に感謝する心や命の尊

さについてなどのように、知識だけでなく、心や態度に

至るまで幅広い記述があった。また、食材については、

日本への伝承やその生産者か ら学校までの流通ルー トな

ど、教えて欲 しいことの具体的な記述もみ られた。

学校で取 り組んで欲 しい ことには、子 どもが料理 を し

た くなるよ うな働 きか け(特 に 「男の子で も」 とい う記

述)、 子 どもた ちが メニュー を作 った り、選 んだ りす る

こと、県外 出身者の保護者へ地域の特産物の レシピを教

えることなどの記述が あった。

また、バ ランスの よさ、おい しさ、本の 中にでて くる

料理 をだ して くれ ることなどに対 して満足 してお り、感

謝が述べ られてい るもの もあった。

考 察

学校給食は、友達と一緒に同じ献立を食べるとい う、

家庭とは異なった食環境の場である。そ して、栄養教諭

は、学校給食を学習材にした、児童の食育を担っている。

調査校の栄養教諭は、高学年の家庭科や、低中学年の

学級活動で、学級担任とティームティーチングで担当し

ている。給食時間においては、学級に入 り、児童の食態

度などを観察、指導 している。 日頃か ら、食材を紹介す

る実物の食品、給食献立に物語性をもたせるような自作

表3小 学校入学後の食生活の変化

質問項目 選択肢 1年 生

(人)
2年生 有意水準p

規則的になった
食事時刻 不規則になった

変わ らない

22415%

238%

2954.7%

21

8

24

396%

151%0.129

45.3%

食べる日が増えた

朝食 食べない日が増えた

変わ らない

9167%

118%

4481.5%

10

0

42

192%

00%0.588

80.8%

食べなくなった

間食 食べるようになった

変わ らない

7127%

591%

4378.2%

7

10

36

132%

189%0 .325

67.9%

食べなくなった
夜食 食べるようになった

変わ らない

916.7%

000%

4583.3%

8

1

44

15.1%

19%0.588

83.0%

増えた

食べる量 減った

変わ らない

1832.7%

236%

3563.7%

40

0

13

75.5%

00%0.000***

24.5%

増えた
好き嫌い 減った

変わ らない

11.8%

12218%

42764%

6

22

25

11.3%

415%0 .005**

472%

早 くなった
食べる早さ遅 くなった

変わ らない

1425.5%

236%

39709%

27

2

24

50.9%

38%0.022*

453%

増えた

外食 減った

変わ らない

35.5%

1018.2%

42763%

4

14

35

7.6%

26.4%0.494

660%

κ2検 定***P<0.001,**P〈0.01,*P<0.05

表4保 護者の栄養に関する知識

(上 段:人 、下 段:%)

質問項目 知っている
まあまあ あま り知 ら

知っている ない
知 らな い

6つ の基礎食品群を

知っているか

瓜
U

l
1

2

42

0
ヲ

ハ0

5

45

0

5

2

8

つ
0

0
0
2

栄養素の体の中での

働きを知っているか

24

227

62

585

7

06

り
0

0
0
2
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の展示物、食べものが自分の健康に重要であることを解

説 した掲示物などを常時展示 してお り、常に児童の食に

対する興味関心を高める活動をしている。

その効果もあり、本調査の結果、児童の朝食 ・間食の

摂取については、特に指導や支援が必要となる問題とな

る状況は見受けられなかった。今後、児童の学年が進行

しても、この良い状況を維持 していけるように注意 した

いと考える。

箸の持ち方は、調査校の教諭が児童の給食の食べ方に

関する指導をしていて、気になっている点である。全国

的にみても、小学校5年 生を対象とした調査2)で は、自

分の箸の持ち方が、伝統的な箸の持ち方のイラス トと同

じであると回答 した小学校男子は53.5%、 女子は56.5%

であったように、高学年であっても半数に問題がある。

箸は、小学校入学以前に使い始めるため、家庭で教える

ことになるが、本調査において、主に教えているのは母

親と父親であり、また、一部は、保育園や幼稚園で教え

ている。 しかし、誰も教 えていない と回答 した割合 は

7.1%と 比較的高かったことから、家庭で箸の持ち方を

教えるとい う意識を持たない保護者が存在 してることが

明らかになった。調査校では、箸の持ち方の指導を行っ

ているが、引き続き指導 していく必要性が認められた。

内閣府の 「食育に関する意識調査」(平成27年3月)3)

において、家族と同居 している人が家族と食事をすると

きの状況について、保護者の年齢にあたる30-39歳 女性

と40-49歳 女性で、「一緒に食事をすることは楽 しい」

のは91.3%と96.0%、 「会話が弾んでいる」のは88.1%

と81.6%、 と高い割合であった。それ らと比較 して 「食

事のマナーや作法を身につけている」のは65.1%と66.1

%、 「食 に関す る情報 を共有 している」 のは53.2%と

62.1%と 割合が低く、家族との共食は、食事のマナーや

情報の共有の場になる食育の機能を必ず しも果た してい

るとはいえないことを示唆 している。

また、本調査において、保護者が子どもに注意する食

事マナーは、姿勢や食器を持ち上げることに対する注意

頻度が高かった。これ らは、大人になっても継続 して し

ま うマナーであるため、気付いたときに繰 り返 し、注意

することが重要である。その他に挙げられた 「立ち歩か

ない」、「こぼさない」などは、成長とともに自然と改善

するかもしれない。

さらに、本調査においては、食事中のテ レビの視聴に

よると考えられる問題点はみ られなかった。テ レビの視

聴によって、食事マナーへの注意の頻度に差はみ られず、

共食頻度や、保護者の食意識 とも関連性はなかった。従っ

て、テ レビをみなが ら子どもだけが食事をしているとい

うわけではなく、家族でテ レビをつけて食事をしていて

も、保護者の食事マナーや食意識にさほど影響力を持っ

ていない様子が うかがえる。

「平成21年 度 全国家庭児童調査結果の概要」4)にお

いて、家族そろって一緒に食事(朝 食及び夕食)を する

ことがほとんどない家庭が存在 していたことを報告して

いる。本調査においても、少数ではあるが、共食意識や

共食頻度も低い、そ して、食事マナーを注意 しない、自

分には栄養に関する知識がないと思っているなど、支援

の必要な家庭があることがわかった。保護者の栄養に関

する知識の向Eに ついては、栄養教諭が発行する 「給食

だより」や、児童が学校で習ったことを家庭で話題にす

ることなどにより、現在でも図っているが、少数の食意

識が低い保護者に対 しては、個別に支援 していくことが

必要である。

次に、小学校に入学 してからの食生活の変化であるが、

1年 生より2年 生の方が、食生活の変化した割合が高い。

「食べる量が増えた」については、成長に伴 うと考えら

れる。 しか し、 「食べるのが早くなった」、「好き嫌いが

少なくなった」については、1年 生では4月 に入学 し、

その約2ヶ 月後の調査であっため、あま り大きな変化は

み られなかったが、2年 生では、1年2ヶ 月間の小学校

での給食を経験 した結果であることが考えられる。給食

時間内に食べ終わること、家庭では出てこない多様な料

理や、嫌いな食材 ・料理であっても、友達と一緒に楽 し

く食べ、学級担任や栄養教諭の励ま しを受けるなどの、

これまでになかった食環境の影響であろう。

結 語

今後、食育の評価を行っていくにあた り、これ ら児童
一人ひとりの食に関する変容を、学校と家庭の両方か ら

検証することが重要である。本調査においては、無記名

式での調査を統計的に処理 した。今後の課題として、個

別の支援、指導を口的とすることを伝え、保護者の同意

のもと、記名式の食生活調査を実施 したい。学校と家庭

との連携を深めるためには、学校での活動を保護者に伝

え、児童一人ひとりの健康的な食態度 ・食意識を高める

目的を共有 していくことが大切である。

そ して、調査結果及び子どもの変容についてなどの評

価を活か し、どのような家庭環境におかれた児童にも、

将来にわた り健康的な食生活を送ることのできるカをつ

けるような支援、指導を学校教育活動全体で推進 してい

く、具体的な方策を今後も検討 しなければならない。
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